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史跡古津八幡山 弥生の丘展示館 平成28年度企画展４ 

邪馬台国の時代４ 

古津八幡山の頃の信濃川左岸の世界 

－六地山遺跡里帰り展－ 

解説パンフレット 

会期 2017年１月４日～３月26日 

企画展の開催にあたって

本企画展は、2015年に開催した「邪馬台国の時代１ 北陸と会津

を結んだ古津八幡山―東北南部（会津）の世界―」、2016年に開催

した「邪馬台国の時代２ 縄文のある弥生土器―新潟県北部（阿賀

北）の世界―」、「邪馬台国の時代３ 古津八幡山の頃の信濃川右

岸の世界」に続く第４弾として企画したものです。 

新潟市西区曽和にある六地山遺跡は、昭和31（1956）年12月に燕

市の医師真島衛氏と長岡市立科学博物館の中村孝三郎氏によって

発掘調査が行われ、現在、出土品や発掘調査資料等の全てが長岡市

教育委員会の所蔵品となっています。 

六地山遺跡は、古津八幡山遺跡と同じ弥生時代後期の遺跡です。

丘陵上に立地する古津八幡山遺跡に対し、海岸砂丘に立地する遺跡

です。古津八幡山遺跡の様相を理解する上で見過ごすことのできな

い重要な遺跡と考えられます。 

今回の企画展のために、長岡市立科学博物館から六地山遺跡の出

土品の全てを借用し、接合・実測・集計などの再整理作業を行いま

した。短期間の作業のため不十分ですが、接合作業によって新たに

器形が復元されたものも少なくありません。また、真島衛氏採集資

料と金塚友之亟氏採集資料のそれぞれに、今まで知られていなかっ

た続縄文土器が発見されたことも特筆されます。 

今回の企画展では、六地山遺跡と信濃川左岸にある弥生時代中期

後半から後期の遺跡を紹介し、その遺跡から出土した遺物から見え

る画期についてと、これまでの企画展「邪馬台国の時代１～３」で

扱った地域との様相の違い、さらには古津八幡山遺跡で見られる折

衷系の土器（八幡山式）が成立した時代背景などに迫りたいと思い

ます。 

六地山遺跡 新潟市西区曽和・内野戸中才・内野潟端・内野早角・

田島 

遺跡はJR越後線内野駅

より1.2kmほど南にあり、

低湿地に囲まれた砂丘上

（新砂丘Ⅱ－a）に立地す

る。弥彦山・角田山が一

望できる景観の地で、昭

和19年までは松林であっ

たが、戦時の食糧増産の

ために開墾され畑地となった。遺跡がある砂丘は平野部に突出して

いるために季節風による風侵が甚だしく、さらに丘の中央を南北に

幅３ｍの農道を開墾してからは、採砂場となり、遺跡は湮滅寸前の

状態であったという。開墾時に石鏃が多数出土し、「作業中に人骨・

蔵骨器・直刀等が道路北側から発見され」たとされているが現在そ

の所在は不明である。 

昭和30年、真島衛氏が遺跡を訪れたところ、「刷毛目のある弥生

式土器」と共にそれまでに知られていない「縄文土器とは明らかに

異なる縄文のある土器」があることが注目された。そこで、平野部

にある弥生時代の集落を解明することと、遺跡の湮滅を防ぐことを

目的として発掘調査が計画された。 

発掘調査は真島氏が経

費を負担し、長岡市立科

学博物館の中村孝三郎氏

らによって行われた。調

査は畑の休閑期を待って、

昭和31（1956）年12月10

日から14（文献によって

は15）日の５（６）日間

行われた。発掘調査写真

を見ると白く雪が積もっており、調査に参加された方によれば季節

風も強くとても寒かったらしい。発掘調査には真島・中村氏のほか、

寺村光晴・関雅之氏らが参加し、測量調査には小林達雄氏らが加わ

って行われた。 

発掘調査面積は、２×

２ｍの調査区で14か所、

面積56㎡であった。報告

された調査区の図面によ

れば、１～11・13区は２

×２ｍ、12区のみが２×

４ｍとなっている。「２

×10ｍの第１溝を東西に

切り」（１～５区）、「そ

の西北（東北）に接して６×４ｍの第２溝を設定」（６・７・10

～12区）した。 

基本層序は、上から、①表土層：耕作土（約15cm）、②黒褐色の

腐食砂層（60cm）（遺物包含層）、③褐色の純砂層（無遺物層）で

あった。 

1956年調査時の写真を見ると、

まだ小高く砂丘列が残っていたこ

とがわかる。砂丘北東端で水田面

との標高差約３ｍの小高いところ

が遺跡の中心であった。その小高

いところが発掘調査され、平箱11

箱の土器片や石の剥片、全体が復

元できる土器12点が出土した。 

六地山遺跡は、1956年以降の開

発で砂丘上にある遺跡中心部は削られ、建物や資材置き場ができ、

また遺跡の東側には国道116号が通ったために、現在では1956年調

査時のような旧状を全く留めていない。 

遺跡及び周辺ではこれまでに、10回以上の確認調査が行われてお

り、砂丘列上は削平され旧地形を保っていないが、部分的ではある

ものの遺物包含層が遺存している箇所も認められている。また、

1982年の遺跡分布調査により、遺跡中心部から南西方向に遺跡が広

がり、北東から南西方向に長さ約950ｍの範囲に広がっていること

がわかった。また、遺跡が立地する砂丘列は、現状では北東側で標

高が高く幅も160ｍ程と広いが、南西に行くにつれ低く幅も10ｍ程

と狭くなっている。さらに、ボーリング調査や確認調査の成果によ

り、西側や北側の水田面からは埋没した砂丘列と弥生時代後期の遺

物包含層である黒褐色砂層が良好な状態で遺存していることが判

明しており、３～４ｍの深度までは確認されているが、さらに深い

場所にも広がっている可能性があり注目される。 

遺跡からはこれまでの調査で弥生時代後期を中心として、奈良・

平安時代、中世の遺物が出土している。 

1956 年の発掘調査は新潟市域で最初に発掘調査された遺跡とし

て特筆される。 

2016 年度④
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大沢遺跡Ｂ´地区 新潟市西蒲区稲島 

遺跡は上堰潟公園から南西側の角田山北麓の高台に立地する。縄

文時代を主体とした遺跡であるが、尾根先端部にある標高約 38ｍ

のＢ´地区で弥生時代の集落跡が見つかった。発掘調査は、1979

～1982 年に新潟大学と旧巻町教育委員会によって行われ、弥生時

代後期前半から終末期の遺構と遺物が確認された。環濠は未確認で

あるものの、平野との標高差が約 33ｍあることから高地性集落と

考えられている。 

弥生時代の遺構は、竪

穴住居４基、方形周溝墓

１基、他には土坑や溝状

遺構がある。竪穴住居は

いずれも隅丸方形で、遺

存状況の良い住居では柱

穴や炉などが確認されて

いる。方形周溝墓は１辺

3.8ｍで四隅が途切れる形で、埋葬施設は長軸 1.65ｍの舟形木棺と

推定されているが、方形周溝墓であるか未確定である。 

弥生時代の遺物は土器のほか

に、アメリカ式石鏃や砥石、勾

玉・管玉・ガラス玉の玉類があ

る。また、長さ 16cm の抉入柱状

片刃石斧が採集されており注目

される。弥生土器は北陸系を主

体に、東北系・長野系・東海系・

山陰系・近江系など様々な系統

のものがあるが、長野系（御屋

敷式）・在地系（八幡山式）など終末期に活発化する様子が窺える。 

山谷古墳下層  新潟市西蒲区福井字山谷 

遺跡はJR越後線巻駅より５kmほど西にあり、角田山南麓から東へ

張り出す尾根の先端部に立地する。古墳の標高は約55ｍで、平野部

との標高差は約43ｍとなる。発掘調査は、旧巻町教育委員会・新潟

大学によって1983年と1987年に学術調査が行われた。調査の結果、

古墳築造以前に弥生時代後期の集落が営まれ（山谷古墳下層）、そ

の後に全長37mの前方後方墳が築かれたことが判明した。 

弥生時代の遺構は、古墳築造に伴う小マウンドの下から竪穴住居

と考えられる落ち込み２基と、古墳主体部下で検出した落ち込み２

基である。竪穴住居からは天王山式系の土器と北陸系の土器が１点

ずつ出土しており、後期後半の遺構と考えられる。 

弥生時代の遺物は竪穴住居の覆土や底面、古墳の盛土や旧表土

（弥生時代の包含層）から中期後半・後期の土器・石器が出土して

おり、中期後半は会津系・秋田系土器が少量で、後期が多い。後期

の土器は北陸系が主体で東北系は少ない。石器には石鏃と環状石斧

がある。 

集落の様相は不明であるが、立地や平野部との標高差から高地性

集落と考えられている。古津八幡山遺跡のような弥生時代から古墳

時代への移り変わりが窺える遺跡である。 

和島・寺泊地域の弥生時代の遺跡①（寺泊地域）

 遺跡分布図を見ると JR 越後線寺泊駅周辺と、和島地域の島崎川

両岸に遺跡が集中する。 

寺泊駅周辺では平野部に五千石遺跡・草薙遺跡・古屋敷遺跡があ

り、丘陵上もしくは丘陵付近には野起遺跡・横滝山廃寺跡がある。

五千石遺跡・草薙遺跡・野起遺跡では、中期後半と後期の土器が共

に出土している。 

五千石遺跡では、建物と方形周溝墓が確認されている。中期後半

の土器は北陸系主体で長野系・秋田系が若干、後期は報告資料を見

ると北陸系・東北系土器が拮抗するように見受けられるが、六地山

遺跡同様に折衷土器も見られることも重要。草薙遺跡は中期後半で

は北陸系主体で会津系・秋田系・長野系土器が若干、後期以降は北

陸系土器が主体となる。横滝山廃寺跡は方形周溝墓の可能性のある

溝が検出され、遺物は土器と玉類未成品が出土している。墳墓に関

しては平野部・丘陵付近ともに築造されていることがわかる。 

なお、信濃川左岸の寺泊以北には角田山麓に高地性集落の山谷古

墳下層と大沢遺跡Ｂ´地区が立地しており、越後平野を挟んで古津

八幡山遺跡と対峙するような位置関係となる。 

寺泊・和島地域の弥生時代の遺跡②（和島地域）

 和島地域は一部旧寺泊町の遺跡も含むが、島崎川の右岸・左岸で

分けると、右岸は五分一稲場遺跡（寺泊）・屋鋪塚遺跡（寺泊）・赤

坂遺跡・上桐神社裏遺跡・松ノ脇遺跡・大平遺跡・浦反甫東遺跡が

ある。左岸は大武遺跡・奈良崎遺跡・姥ヶ入南遺跡が所在する。 

右岸の遺跡をみると、平野部では浦反甫東遺跡が微高地上の立地

であり、そのほかの遺跡は丘陵上に展開する。中期から後期に存続

する遺跡は上桐神社裏遺跡と松ノ脇遺跡であり、後期に遺跡数が増

加する。また、屋鋪塚遺跡は丹後方面の影響を多大に受けており、

ほかの遺跡とは明らかに様相が違う。 

赤坂遺跡は、丘陵尾根上の標高 90ｍに立地し、濠と竪穴住居が

確認されており、高地性環濠集落と考えられている。遺物は後期の

北陸系土器と玉作関連の剥片が出土している。大平遺跡は丘陵上の

標高 35～60ｍに立地し、周辺の沖積面との標高差が最大で 40ｍほ

どあり、高地性集落と考えられている。土器は後期の北陸系と東北

系土器が僅かに出土した。この遺跡でも玉類の製作工程資料が出土

している。赤坂遺跡と大平遺跡といった集落を核として浦反甫東遺

跡や上桐神社裏遺跡、松ノ脇遺跡が展開するような状況が窺える。

なお、上桐神社裏遺跡と松ノ脇遺跡は管玉製作関連の剥片が検出さ

れている。 

左岸は沖積地に大武遺跡、丘陵上に奈良崎遺跡・姥ヶ入南遺跡が

ある。いずれも中期から後期にかけて存続する遺跡である。姥ヶ入

南遺跡は円形周溝墓１基と溝１条が検出され、この溝は環濠の可能

性が指摘されていることから環濠集落の可能性がある。大武遺跡は、

遺構は確認されていないが、磨製石斧は北信地方で作られたものが

見つかっている。奈良崎遺跡は集落の様子がわかる遺跡で、周溝墓

と竪穴建物が検出されている。後期の土器は北陸系を主体に信州系、

東北系、近江・東海系があり、活発な交流の様子が窺える。 

島崎川流域は右岸に高地性環濠集落の赤坂遺跡、高地性集落の大

平遺跡があり、左岸に環濠集落の可能性のある姥ヶ入南遺跡が存在

する。墳墓は右岸に屋鋪塚遺跡があり、左岸には奈良崎遺跡と姥ヶ

入南遺跡で検出されている。また、玉作が行われていたことがわか

る。遺物から見る交流としては北陸、中部高地や東北地方との交流

があるが、屋鋪塚遺跡は丹後方面の影響が色濃く、奈良崎遺跡では

近江・東海との交流が窺える。右岸・左岸とあたかも島崎川を挟ん

で対峙するような分布であり、右岸の赤坂遺跡・大平遺跡を中心と

したグループと、左岸グループの勢力圏が存在したのかもしれない。 

五千石遺跡 長岡市寺泊敦ヶ曽根、燕市五千石 

遺跡は大河津分水路左岸河川敷にあり、国道116号に架かる大河

津橋の下、標高約12ｍに位置する。本発掘調査は大河津可動堰改築

に伴い長岡市教育委員会によって2006～2008年に、燕市教育委員会

によって2006・2007年に行われた。縄文時代から古代にかけての遺

構・遺物が確認されており、弥生時代から古墳時代前期の遺構は、

南東から北西方向に延びる幅40～60ｍの自然堤防上で見つかった。 

弥生時代の遺構は、周溝をもつ建物１基、方形周溝墓（下限は古

墳時代前期）１基、土坑２基である。 

周溝をもつ建物は、10 基の柱穴が円形に配置された建物の周囲
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に溝をめぐらしている。

周溝は幅 1.2～3.7ｍを測

り、建物の規模は周溝内

側で長軸 11～13ｍとなる。

遺構からは土器や石鏃・

石錐、玉作工程品などの

石器・石製品が出土して

おり、所属時期は出土土

器から中期後半と考えられている。 

遺物は中期・後期の土器と石器などがあり、中期後半は北陸系と

長野系、後期は北陸系・東北系、北陸と東北の折衷系と近江系・長

野系土器がある。後期東北系の天王山式系土器には、明確な交互刺

突文がなく、刺突列が主体となっている。 

大武遺跡 長岡市島崎字大武 

遺跡はJR越後線小島

谷駅より２kmほど北の

丘陵先端付近の沖積地

に立地する。標高は12

～13ｍを測る。本発掘

調査は、一般国道116号

和島バイパス建設に伴

い新潟県教育委員会に

よって1994～1997年に

行われた。調査の結果、埋没谷が検出され縄文時代前期から中世の

遺物が層位的に検出された。弥生時代については、中期の遺物が多

く、後期の遺物は少量である。なお、弥生時代の遺構と確定できる

ものは検出されていない。 

中期後半は北陸系（小松式）を主体

に、長野系（栗林式）や会津系（川原

町口式）の土器、またこれらの地域の

影響を受けた土器が少量ある。石器・

石製品は石鏃や石斧、玉作関連遺物な

どが見つかっている。石斧には閃緑岩

製の太型蛤刃石斧・扁平片刃石斧と緑

色凝灰岩製の柱状片刃石斧がある。閃

緑岩製のものは長野市榎田遺跡周辺で

製作されたものである。玉作関連遺物

は、管玉・勾玉やその製作工程品と工

具が出土しており、大規模な生産が窺

える。管玉は佐渡産の緑色凝灰岩製と

考えられ、勾玉は糸魚川産のヒスイ製

である。工具は石針、擦切具、砥石、

弾車が出土している。一方、後期の遺

物が少量なことから、後期の集落中心

地は隣接する奈良崎遺跡と推測されて

いる。 

奈良崎遺跡  長岡市島崎字奈良崎・小谷 

遺跡は JR 越後線小

島谷駅より２kmほど北

の丘陵上に位置し、北

東方向にのびる尾根上

に立地する。標高は最

高所で 34ｍを測る。発

掘調査は、国道 116 号

和島バイパス建設及び

県営郷本川河川改修に

伴い新潟県教育委員会によって 1988 年から断続的に７回行われ、

県営圃場整備事業と二級河川郷本川広域基幹河川改修に伴い 2001

年・2002 年に旧和島村教育委員会によって実施された。調査の結

果、弥生時代中期から古墳時代前期、中世を中心とした複合遺跡で

あることが判明した。 

弥生時代後期とされる遺構は、竪穴住居数基と周溝墓が３基であ

る。竪穴住居は方形と、円形かと推測されるものがあるが、内部施

設はいずれも不明である。 

周溝墓は１号が 12ｍの方形周溝墓で、溝の１辺中央部が途切れ

ている。２号は４ｍの円形周溝墓で溝の一部が途切れる。３号は半

分が調査区外のため全貌

は不明であるが、10ｍ以

上の方形となり、周溝コ

ーナー部が途切れる形態

となる。いずれも埋葬施

設は確認されていない。

これらの周溝墓には、類

例がなく実態が良くわか

らない遺構である。 

出土遺物は弥生時代中期には土器・石器があり、後期にはこれに

鉄器が加わる。中期後半の土器は北陸系が主体で長野系・秋田系・

会津系が少量伴う。石器は太型蛤刃石斧・扁平片刃石斧といった磨

製石斧や、石鏃が出土している。弥生時代後期以降は北陸系を主体

とし、他系統は極少なく、長野系・東北系・近江系・東海系等が少

量伴っている。鉄器は弧状となるが具体的にどのようなものかは不

明である。また、中世の塚から「貨泉」が 1点出土しており注目さ

れる。 

奈良崎遺跡は大武遺跡・姥ヶ入南遺跡などと同一の丘陵上にある。

一方、島崎川を挟んで対岸の東側の丘陵上には松ノ脇遺跡や赤坂遺

跡・大平遺跡・上桐神社裏遺跡などが立地している。同時期の高地

性集落や環濠集落などの遺跡が対峙するような状況となっている

地域である。 

姥ヶ入南遺跡 長岡市島崎字姥ヶ入  

 遺跡はJR越後線小島谷

駅より 1.5km ほど北北西

の丘陵上に位置する。西

から東への傾斜地に立地

し、標高は約 30～50ｍ程

度となる。本発掘調査は、

一般国道 116 号和島バイ

パス建設に伴い新潟県教

育委員会によって 1996・

1997 年に行われた。調査の結果、縄文・弥生時代、古代の複合遺

跡であることがわかった。 

弥生時代の遺構は、円形周溝墓（墳墓）１基と溝（SD50）１条で

ある。円形周溝墓は直径約 6.6ｍで、溝で区切られた尾根先端に築

造されている。盛土は残存していないが、埋葬施設はかろうじて検

出され、規模は長さ約３ｍ、幅約 1.6ｍを測る。埋葬施設から袋状

鉄斧と鉄剣、土器が出土している。鉄斧は、形態的特徴からは国内

産資料に

類例がな

く、朝鮮

半島の出

土例に類

似するこ

とから舶

載品の可
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能性が高いと考えられている。 

一方、尾根を断ち切る

ような大きな溝は幅 2.2

ｍ、深さ約１ｍを測り、

断面Ｖ字状となる。溝の

両側には堤状の土があり、

溝掘削時の土を盛ったと

推測され、形状から環濠

かと考えられている。 

周溝墓は遺物の時期から、弥生時代後期から終末期に築造された

と考えられ、環濠も覆土が墳墓周溝覆土と似ることなどから近い時

期の遺構とされている。 

屋鋪塚遺跡 長岡市入軽井字屋鋪

遺跡は JR 越後線桐原

駅より２kmほど南東にあ

る丘陵の一頂点上に立地

し、1.2km ほど東には信

濃川が流れている。標高

は約 63ｍで、西側の谷の

水田面との標高差は約 43

ｍとなる。本発掘調査は、

土砂採取事業に伴い旧寺

泊町教育委員会によって 2002・2003 年に行われた。調査の結果、

弥生時代後期の方形台状墓１基と土器・管玉が確認された。 

方形台状墓は溝を墳丘裾部の４辺に 1条ずつ配置し、墳丘規模は

全長 8.7ｍ、高さ 1.2ｍを測る。埋葬施設は墓坑が全長 4.1ｍ、幅

1.9ｍ、深さ１ｍと大規模である。

この墓坑底面中央部で棺跡を確認

し、棺跡から推測される棺の規模

は全長 2.5ｍ、幅 45～60cm で、形

態は刳り貫き式の木棺と考えられ

ている。この大規模な墓坑は丹後

や出雲地方の事例に近いものと考

えられている。墳頂部、埋葬施設

や周溝から、管玉と北陸系の土器

を主体に丹後地方の特徴を持つ土

器も出土している。埋葬施設では

棺内から管玉が２点出土し、墓坑

底面からは棺の両脇で破砕された土器が出土している。この土器の

出土状況から墓坑内で意図的に土器を割る葬送儀礼と考えられ、こ

の儀礼は主に丹後・但馬地方で盛行する。 

遺構・遺物ともに、日本海を介した西の文化との交流の一端を示

す遺跡である。 

松ノ脇遺跡 長岡市三瀬ヶ谷字松の脇

遺跡はJR越後線小島谷

駅より約２km 北東にある

丘陵上に立地する。標高

は 25～35ｍを測る。島崎

川を挟んで対岸の丘陵上

には奈良崎遺跡や大武遺

跡がある。本発掘調査は、

県営圃場整備事業に伴い

旧和島村教育委員会によって 1997 年に行われた。調査の結果、明

確な弥生時代の遺構は検出されていないが、弥生時代中期後半を中

心に一部弥生時代後期の遺物と、わずかに古墳時代前期の遺構・遺

物が確認された。 

弥生時代の遺物は、包含層から土器や石器などが出土している。

中期後半は秋田系（宇津ノ台式）・会津系（川原町口式）・北陸系（小

松式・戸水Ｂ式）・長野系（百瀬式・栗林式）土器や各系統の折衷

土器が出土し、後期は東北南部系の天王山式土器を主体とし、長野

系（吉田式）が１点出土しているが北陸系土器が見られないことは

重要である。 

石器は石鏃や石鏃未成品、畑作に使用されたと考えられる鍬状石

器、管玉製作関連の剥片などが検出されている。土製品は紡錘車や

土錘が検出されている。 

遺跡としては一見継続しているように見えるが、各系統の土器群

からなる中期後半と、東北南部系土器群に統一される後期の間には

大きな画期があったと考えることができる。 

大慶寺御経塚 出雲崎町大字大寺字後山

遺跡はJR越後線妙法寺駅より１kmほど南西にある丘陵尾根に位

置し、遺跡の立地する尾根部は比較的平坦となっている。標高は55

ｍ程度で、周囲との標高差は約34ｍとなる。発掘調査は、一般国道

116号出雲崎バイパス建設に伴い新潟県教育委員会によって1987・

1990年に行われた。調査の結果、縄文・弥生時代、古代、近世、幕

末の遺構・遺物が確認された。なかでも中心となる時代は弥生時代

後期と古代、近世である。 

弥生時代後期の遺構は竪穴住居１基である。西側が崖により削平

されているが、平面形は１辺6.3ｍの丸みをおびた隅丸方形となり、

この周囲に溝を伴う。４本

の主柱穴と中央部の炉が見

つかっている。周囲の溝は

最大幅が約１ｍ、深さ10～

20cm前後の規模で、一部が

途切れており、この途切れ

た部分が入口と考えられて

いる。 

遺物は土器・石器が出土している。竪穴住居からは北陸系の土器

が出土し、石器は軽石製研磨具や砥石・玉作工程資料と考えられる

緑色凝灰岩製の剥片などがある。遺構外からも同様な遺物が出土し

ており、玉作りが行なわれていたと考えられる。竪穴住居が１基し

かないことから、弥生時代後期に高所に営まれた短期的集落と考え

られている。 

水上遺跡・岩田原遺跡（長岡市小国） 

この２遺跡は旧小国町の渋海川右岸に所在する。渋海川は長岡市

の長生橋の上流側で信濃川に合流し、この合流点から直線で 20km

ほど南西に両遺跡が位置する。 

 水上遺跡は、低位段丘上の微高地に立地する複合遺跡で、標高は

70ｍ前後を測る。本発掘調査は県営圃場整備事業に伴い旧小国町教

育委員会により 2003 年に行われた。弥生時代の遺構は土坑と柱穴

が見つかっている。中期後半の北陸系（小松式）を主体に、長野系

（栗林式）土器が定量確認されている。穂摘み具の大形石庖丁も出

土している。 

岩田原遺跡は、水上遺跡から約 700ｍ南の比較的平坦な段丘上に

立地する複合遺跡で、標高は約 82ｍを測る。本発掘調査は経営体

育成基盤整備事業に伴い長岡市教育委員会により 2014 年に行われ

た。弥生時代の居住域を示す

遺構はなく、墓と推測される

土坑や埋設土器が見つかって

いる。２基の土坑からは東北

南部系（天王山式）と砂山式

土器が出土し、埋設土器から

も東北南部系土器が正位で出
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土した。北陸系土器は出土

しておらず、魚沼地域で出

土している東北南部系土器

を考える上で重要な遺跡で

ある。なお、渋海川上流域

にある立矛遺跡でも弥生時

代後期になると東北南部系

土器に限定されるようだ。 

終わりに

これまでの企画展を少し振り返ってみますと、「邪馬台国の時代

１」では、会津では弥生時代後期になると北陸系の弥生土器、北陸

に由来する竪穴住居・墓などがつくられるようになりますが、その

変化をもたらす要因となったのが交通の要衝にあった古津八幡山

遺跡であると考えられます。古津八幡山遺跡を介して北陸北東部の

文化が会津に伝わったと推測しました。 

「邪馬台国の時代２」・「邪馬台国の時代３」では、地域によっ

て多寡はありますが秋

田系・会津系・北陸系・

長野系など多系統の土

器が見られた弥生時代

中期後半から、後期に

なると様相が一変する

ことを確認しました。

つまり、阿賀野川以北

（阿賀北）では東北南

部系（天王山式系）が

主体になり、阿賀野川

以南の信濃川右岸地域

では北陸系土器が主体

になり、魚沼地域でも

後期前半には東北南部

系土器が主体となるこ

とを紹介しました。 

本企画展「邪馬台国の時代４ 古津八幡山の頃の信濃川左岸の世

界」の当該地域でも、中期後半と後期の間の画期が認められました。

当時の社会情勢は、使用された弥生土器の系統の違いから見ること

が出来ます。松ノ脇遺跡のように、多系統の土器群で組成されてい

た中期後半から、東北南部系のみで構成される後期との断絶は大き

いと言えます。岩田原遺跡・立矛遺跡（未展示）でも後期になると

東北南部系土器のみで構成されます。一方で北陸系土器が主体とな

る後期の遺跡も多く見られます。 

弥生時代後期、古津八幡山遺跡とこれらの地域の遺跡との違いは、

他系統の土器が一定量伴うか否かということです。古津八幡山遺跡

では、後期をとおして北陸系・東北南部系・折衷系（八幡山式）の

３系統の土器が使われています。後期終末になると、これら３系統

とともに、長野系土器も少量ですが出土するようになります。 

信濃川左岸では六地山遺跡・大沢遺跡Ｂ´地区・山谷古墳下層・

五千石遺跡等で北陸系・東北南部系土器が共に一定量出土し、折衷

土器も見つかっています。 

六地山遺跡でも、後期前半を主体として古津八幡山遺跡と同じよ

うに北陸系・東北南部系(天王山式系)、北陸系と東北系の要素を併

せ持った折衷系の３系統の土器が共に出土していますが、古津八幡

山遺跡と様相は大きく異なります。特に、東北南部系と折衷系土器

の違いが顕著です。東北南部系土器は１段目Ｌの縄文（ＲＬ）が卓

越し、縦走縄文も多く見られますが、これらは北海道や本州北部の

続縄文土器の施文手法に近いものです。また、折衷土器は北陸系の

器形に縄文を施文するものや北陸系の器形でありながら、口縁部の

ヨコナデや体部のハケメが不鮮明なものなどがあり、ちょっと異質

です。口縁部の下端や肩にキザミ・スリットを入れるものも目立ち

ます。 

さらには、六地山遺跡では今まで知られていなかった続縄文土器

が発見されました。縄文の比率でＲＬ縄文が多い理由は、海岸砂丘

に立地する六地山遺跡では、日本海を介して続縄文土器を用いた本

州北部との交流が活発だったからではないかと考えられます。 

また、近江系土器が目立つことから北陸方面との交流も垣間見る

ことができます。 

そして、折衷土器にも違いが認められるようです。何らかの模範

となる範型によって規定され作られた土器に対し、折衷土器はその

範型から逸脱して作られたものです。古津八幡山遺跡で作られた折

衷土器（八幡山式）が他遺跡ではほとんど出土しないように、六地

山遺跡の折衷土器も六地山遺跡以外ではあまり例がありません。範

型から逸脱して作られた折衷土器は遺跡毎に違いがあるようです。 

折衷土器は千差万別で難しい問題です。遺物を見る人によっても

解釈が変わります。古津八幡山遺跡の折衷土器（八幡山式）を解釈

するためにも、他遺跡の事例を含め、その社会的・文化的背景をよ

り一層明らかにしていきたいと考えています。 

本企画展の開催にあたって、下記の機関等よりご協力いただきました。 

赤澤徳明 

石川日出志 

齋藤瑞穂 

笹澤正史 

嶋 邦子 

嶋 恒夫 

関 雅之 

久田正弘 

藤塚 明 

燕市教育委員会 

長岡市教育委員会   

（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団   

新潟市歴史博物館 

                （五十音順、所属・敬称略） 

お知らせ 

講演会 「信濃川をめぐる弥生時代の越後と信濃の交流」 

講 師 笹澤 正史氏（（株）吉田建設埋蔵文化財部調査課長） 

日 時 2017 年３月５日（日）13：30～15：30 

会 場 新潟市文化財センター研修室 

     （展示会場とは異なります） 

定 員 80 名（無料） 

申込み 不要（直接会場へお越しください） 

文化財センター学芸員による展示解説 

日 時 2017 年２月 19 日（日）13：30～15：30 

申込み 不要（直接、弥生の丘展示館へお越しください 
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六地山遺跡の弥生土器の特徴 

六地山遺跡       1948 年９月米軍撮影
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六地山遺跡の縄文について 
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新潟北部 信濃川左岸 信濃川右岸 魚沼

桜町遺跡 東北系 折衷系 北陸系

中通り 会津 土器型式 環濠 竪穴住居 墓

二ツ釜式 小松

専光寺

戸水Ｂ

天王山 ＳＩ03Ｓ20

ＳＤ03Ｓ16上層・ＳＸ1005 ＳＸ1005・ＳＩ0804
13次７TＳＤ03Ｓ10中
下層

ＳＩ03Ｎ08・ＳＸ03Ｎ04
の一部

５期 居村ＤSKY1 10次７Ｔ

古府クルビ 式

高畠式

古津八幡山古墳↓

六地山遺跡

10群

６群

白江式

月影式

７群

８群

９群

古墳
早期

稲荷塚遺跡１号竪穴住居
宮東遺跡１号土坑
舘ノ内遺跡周溝墓
家西遺跡周溝墓

稲荷塚遺跡周溝墓
男壇遺跡周溝墓
宮東遺跡周溝墓

桜町３式

古墳
前期

ＳＤ03Ｓ16（SD1011）
覆土上中層

ＳＩ0703

５群

３－１群

３－２群

３
群

４群

２－２群

桜町2式

３・４期

２
群

２－１群

法仏式

ＳＩ03Ｓ02・ＳＩ03Ｓ21・
ＳＩ03Ｎ02・ＳＩ0603・
14次１ＴＳＩ03S21?・
13次12TSI1307

ＳＸ1004

ＳＤ03Ｓ10・ＳＤ03Ｓ
25覆土中下層

ＳＩ03Ｓ03・ＳＩ03Ｓ05・
ＳＩ03Ｎ01・ＳＩ0602

14次ＳＤ1402
ＳＩ03Ｓ06・ＳＩ03Ｎ03・
ＳＩ1003

明戸

屋敷

桜町１式

弥
生
時
代
後
期

和泉

能登

１
群

Ⅴ－１群

Ⅴ－２群

Ⅴ－３群

北陸系

猫橋式

１期

砂山１式

砂山２式

０期

土器型式 時期

２期

ＳＩ03Ｎ02・ＳＸ1004・
ＳＩ0603周溝

ＳＩ03Ｎ01・ＳＩ0602・Ｓ
Ｄ03Ｓ10覆土上層・Ｓ
Ｄ03Ｓ25覆土中下層

川原町口式

北陸南西部

地元系
折衷系

－

土器
型式

－ － －

ＳＩ1003

ＳＩ0705

山草荷式

東北南部 古津八幡山遺跡

弥
生
時
代
中
期

福島県

古津八幡山遺跡と周辺遺跡の関係

ＳＩ03Ｎ03・ＳＤ03Ｎ05

ＳＩ0701

東北南部系

－

ＳＩ03Ｓ02・ＳＩ03Ｓ21・
ＳＩ03Ｎ02・ＳＸ1006

ＳＩ0602・ＳＤ03Ｓ25覆
土中下層

環濠の掘削

沖積地の集落出現

四隅が切れる

方形周溝墓

周溝を持つ

隅丸方形

住居

前方後方形

周溝墓？

折衷現象

高地性集落の廃絶

環濠が

上層まで
埋没

折衷現象

北陸南西部から

長野系
（栗林）

東北南部

系

（天王山）

北陸系

東北南部系

折衷系

断絶！！

不明

北陸系

東北南部系

長野系

秋田系

東北南部から

北陸系

折衷系

長野系

続縄文

八
幡
山
式
土
器

東北南部系

（天王山）

北陸系器形に縄文施文典型

天王山式

無し
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